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台
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司
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損
害
率
と
保
険
料
率
と
の
相
関
聞
係
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誠
一

2
Z
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平

臨

時

税
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ツ

ヂ

ミ
誤
差
法
則

ワ

ス

馬

場

吉

行

lま

治4

き

し

ヱ
ヅ
ヂ
ワ

l
ス
は
統
計
撃
を
規
定
し
て
一
枇
舎
利
率
の
領
域
に
於
け
る
一
J

卒
均
の
顧
問
」
乃
至
「
集
国
現
象
の
事
問
」
と
た
し
、
四
位
。

で
彼
に
於
て
は
一
i

統
計
的
研
究
」

l
集
闘
的
研
究
が
そ
の
中
心
課
題
を
ι
な
し
た
a

そ
し
て
と
の
場
合
平
均
と
偏
差
分
布
を
考
察
す
る
に

際
し
、
彼
は
数
況
や
的
保
卒
論
を
問
ひ
で
光
づ
誤
差
法
則
J
V
h
h

凡
で
.
つ
い
で
と
れ
を
具
般
的
た
問
題
に
油
閉
し
た
の
で
あ
る
。

私
は
前
稲
に
於
て
、
彼
が
誤
差
法
則
を
如
何
に
観
じ
た
か
、
叉
更
に
そ
の
根
基
を
な
す
誤
差
を
如
何
に
解
し
た
か
に
つ
い
て
考
察

を
試
み
た
。
元
来
誤
差
法
則
は
、
同
一
物
健
を
多
数
同
観
測
す
る
と
き
に
得
ら
れ
る
、
測
定
値
系
列
の
分
布
を
問
題
と
す
る
も
の
で
.

無
限
に
多
数
同
観
測
し
た
場
合
に
得
ら
る
べ
き
‘
測
定
値
の
度
数
分
布
を
教
準
的
に
表
現
す
る
も
の
で
る
る
。
相
制
測
法
忙
於
け
る
誤

差
法
則
の
意
義
は
右
の
如
く
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
同
種
個
鰹
の
多
数
個
観
察
の
場
合
に
準
用
し
得
る
か
ど
う
か
、
準
用
し
得
る
と
す

れ
ば
そ
の
理
論
的
根
擦
は
何
慮
に
求
め
得
る
か
。
印
ち
集
圏
的
研
究
に
於
け
る
誤
差
法
則
は
、
果
し
て
こ
れ
を
観
測
法
に
於
け
る
も

の
と
一
括
し
て
考
察
し
得
る
か
が
問
題
で
る
る
。
更
に
五
日
々
の
誤
差
法
則
は
現
賓
の
度
数
分
布
を
し
め
ナ
グ
ラ
フ
に
、
直
接
に
趨
営

左
数
事
的
函
数
形
を
有
す
る
曲
線
を
あ
て
は
め
ん
と
す
る
も
の
で
は
な
〈
-

一
躍
現
寅
の
度
数
分
布
の
グ
-
7
7
か
ら
離
れ
て
、
誤
差

法
則
の
根
基
を
な
す
誤
差
の
性
質
を
た
づ
ね
、
誤
差
に
閲
す
る
仮
設
を
た
て
弘
、
こ
れ
か
ら
数
接
的
・
形
式
的
に
理
想
的
誤
差
法
則
を

且
ツ
ヂ
ヮ

l
z
と
誤
差
法
則

第
四
十
六
巻

O 

九

七

第
六
競

設
ε 
!" 

摘楕 1=ツヂヲースと;浪差の問題」本誌、第四卜五巻、第五蹴所載。
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l
ス
と
誤
差
法
則
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六
巻
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第
六
説

O 
四

導
か
ん
と
す
る
。
か
L

る
誤
差
の
仮
設
に
閲
し
て
は
ガ
ウ
ス
、

ハ
ー
シ
ェ
ル
流
と
ラ
プ
ラ
ス
、
ケ
ト
レ

1
流
と
が
封
立
す
る
が
、

り
ヂ
ワ

l
ス
に
於
て
は
後
者
を
採
用
し
た
。
卸
ち
「
狽
立
原
因
の
仮
設
」
又
は
「
基
本
誤
差
の
仮
設
」
と
い
は
れ
る
も
の
で
、
「
観
測
法
」

に
於
H
り
る
誤
差
は
、

と
れ
を
多
数
の
狽
立
原
因
に
よ
っ
て
生
や
る
小
さ
た
誤
差
の
集
り
と
見
倣
し
、
叉
「
集
園
的
研
究
」
に
於
け
る

同
極
個
憾
の
多
数
個
の
観
測
値
の
桐
互
閣
の
差
連
は
、
こ
れ
を
賞
波
観
測
備
に
彪
響
を
及
ぼ

7
多
数
の
凋
玄
原
因
の
値
に
、
多
少
庄

に
差
違
あ
る
が
肢
で
あ
る
と
し
て
説
明
し
た
。
か
く
の
か
く
、

ヱ
ッ
ヂ
ワ

l
ス
の
誤
差
法
則
は
狗
立
原
閃
の
偲
説
h
q
一
基
礎
と
し
、

れ
よ
り
敢
闘
宇
的
に
導
い
た
一
の
函
数
形
を
言
ふ
の
で
あ
る
が
、
彼
の
誤
差
法
則
は
所
謂
ガ
ウ
ス
の
「
正
規
法
則
」
を
を
の
第
一
攻
近
似

と
し
て
含
む
、
更
に
一
般
的
の
も
の
で
あ
る
。

私
は
以
下
彼
が
一
九

O
五
年
に
褒
表
し
た
論
文

、『

Z
C〆〈
C『
}

山

『

『

2
(
h
p
E
C
E
R
O
町

E
-
E£》
ECPM
叶

B
E
E
S
P
J
H
e
-
-
何
一
円
)
に
捺

り
、
彼
の
誤
差
法
則
の
出
禁
臨
た
る
猪
立
原
凶
の
仮
設
系
が
、
如
何
に
構
成
さ
れ
て
ゐ
る
か
、
叉
か
込
る
仮
設
系
か
ら
如
何
た
る
数

接
的
取
扱
に
よ
っ
て
、
誤
差
法
則
が
導
か
れ
た
か
を
考
察
し
た
い
。
勿
論
彼
は
と
れ
を
皐
友
る
数
皐
上
の
問
題
と
し
て
考
察
し
た
の

で
友
く
、
観
測
法
・
統
計
的
研
究
法
に
そ
の
遁
用
地
盤
を
期
待
し
た
。
従
っ
て
紋
の
理
論
に
於
で
は
、
各
所
に
現
貫
に
即
し
た
諸
賄

を
有
す
る
で
あ
ら
う
。
私
は
か
う
し
た
賠
に
留
意
し
つ

L
彼
の
理
論
の
一
部
分
を
追
跡
し
た
い
と
思
ふ
。

ー
ー

観
差
遣
則
の
意
義

エ
ッ
ヂ
ワ

I
ス
は
こ
の
論
文
に
於
て
は
、
事
ら
誤
差
法
則
の
数
皐
的
解
析
、
印
ち
一
定
の
像
件
を
満
た
す
度
数
分
布
の
数
聞
学
的
表

現
を
取
扱
っ
て
ゐ
る
。
そ
こ
で
先
づ
彼
の
誤
差
法
射
の
定
義
を
み
る
に
せ

「
誤
差
法
則
と
は
、
多
数
の
費
量
即
ち
原
素
に
依
存
す
る '"ユ

Edgeworth， The Law of Error (Cambridge Philosophic:al Transaction， Vol. 
XX)， 1905. P・38.

2) 



一
回
童
が
取
る
種
々
友
る
値
の
、
終
局
に
於
け
る
度
数
の
近
似
的
表
現
で
あ
る
。
但
し
日
常
の
経
験
に
於
て
、
遁
山
晶
に
満
た
さ
れ
て
ゐ

る
と
思
は
れ
る
諸
傑
件
を
奥
へ
た
も
の
と
す
る
。
」

今
と
の
定
義
を
分
解
す
る
と
、
一
光
づ
多
数
の
原
案
(
己

2
2
E
)
の
値
か
ら
複
合
量

(
2
5を
-ge)
の
値
が
、
あ
る
一
定
の
結
合
の

仕
万
に
よ
り
興
へ
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。
(
複
合
量
の
一
の
値
を
得
る
こ
と
を
一
一
闘
の
観
測
(
。
r
v
ω
2色
。
ロ
)
と
名
付
け
る
。
)

二
次
忙
諸
原
素

が
各
と
あ
る
一
定
の
仕
方
で
そ
の
値
を
費
十
る
と
き
は
、
複
合
量
も
こ
れ
に
底
じ
て
そ
の
値
を
愛
や
る
u

(

観
測
の
た
び
毎
に
復
合
量
。

三
も
し
か
L

る
観
測
値
が
多
数
に
得
ら
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
度
数
分
布
は
如
何
な
る
形
を
取
る
か
。

観
測
値
を
異
に
す
る
。
)

四
東
K
か
as

る
観
測
値
が
限
担
た
く
多
く
血
(
へ
ら
れ
た
と
す
る
友
ら
ば
、

そ
の
度
数
分
布
は
終
局
に
於
て
す

Z
E
Eで
ロ
ロ
)
如
何
左

己
致
事
内

E
設
い
わ
へ
見
を
有
す
る
か
。

一一

d:

簡
軍
な
函
数
形
を
用
ひ
て
近
似
的
陀
(
右
耳
O
M
U
E
O
H
Z

お
ぜ
F

-

h

h

'

コ
羽
と
日
‘
a
h
リ
F
乙
ル
u
A

ト

'4』
恥
け
'T
民
'
、

#
l
h
い

1
1一

-q羽
F
7

元
自
H
D
童ノ
4
Z山
和
を

表
現
し
得
る
で
る
ら
う
か
。

(五)
イE
し
か

る

乙
の
終
局
的
度
数
分
布
の
近
似
的
函
数
表
現
が
吾
川
、
の
訣
差
法
則
に
外
を
ら
・
な
い
。

数
接
的
解
析
を
左
す
に
は
、
そ
れ
に
充
分
友
諸
僚
件
が
、
原
素
の
慶
動
に
闘
し
又
諸
原
案
の
結
合
に
闘
し
て
奥
へ
ら
れ
る
を
要
す
る
。

六
又
無
限
個
の
取
扱
、
曲
線
の
近
似
の
意
味
が
明
確
に
規
定
さ
れ
る
を
要
す
る
こ
と
ミ
た
る
。

つ
い
で
彼
は
こ
の
理
論
の
殻
展
を
述
べ
て
日
く
、
「
か
く
の
如
く
理
解
さ
れ
た
誤
差
法
則
の
第
一
弐
近
似
(
安
田

E
P宅
3
出

E
E
2
5

は
ラ
プ
ラ
ス

(
H
A
L
E。
)
が
彼
の
最
小
二
乗
法
と
関
聯
し
て
輿
へ
た
。
第
二
次
近
似
は
同
様
な
方
針
に
従
ぴ
ポ
ワ
ッ
ソ
ン
(
句
。
『
寄
る
が

研
究
し
た
。
第
一
笑
近
似
の
他
の
一
方
法
は
モ
ル
ガ
ン
・
ク
ロ
フ
ト
ン
富
。
占

zoom。
ロ
)
教
授
に
よ
り
輿
へ
ら
れ
、
私
が
と
れ
を
第

二
次
近
似
に
損
張
し
た
よ
そ
こ
で
彼
は
こ
の
論
文
に
於
て
展
開
せ
ん
と
す
る
所
を
述
べ
て
回
〈
叫
「
こ
れ
か
ら
試
み
ん
と
す
る
の
は

既
に
見
出
さ
れ
た
結
果
を
確
立
し
、
更
に
新
し
い
結
田
市
!
即
ち
第
三
夫
、
第
四
弐
、
更
に
一
般
に
第
E
弐
近
似

i
を
一
部
分
は
新
し

品
ツ
ヂ
ヲ

1
ス
と
誤
差
法
則

第
四
十
大
巻

九
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銃
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Edgeworth， ibid， p. 38. 
Edgeworth， ibid， P・38.4) 
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ス
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法
則
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十
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第
六
披

O 
ノ、

:tL 

O 

い
方
法
に
よ
り
、
又
一
部
分
は
ラ
プ
ラ
ス
及
び
ク
ロ
フ
ト

y
教
授
に
よ
っ
て
創
始
さ
れ
た
、
方
法
の
鍵
形
や
掠
張
に
よ
り
見
出
さ
ろ

と
す
る
。
」

さ
て
紋
は
こ
の
論
文
を
便
宜
上
二
部
に
分
か
ち
、
第
一
部
で
は
典
型
的
た
揚
合

(
f
L
E
E
E
)
を
、
第
二
部
で
は
更
に
一
般
的
な

場
合
を
取
扱
っ
て
ゐ
る
。

「
原
素
も
複
合
量
も
た
Y

一
方
向
陀
の
み
そ
の
値
を
愛
じ
、

原
素

こ
誌
に
典
期
的
友
揚
ム
口
と
い
ふ
の
は
、

と
総
合
金
と
の
闘
係
が
特
に
筒
草
た
」
揚
ム
円
を
取
り
出
し
た
の
で
あ
っ
て
、

必
や
し
も
「
最
も
簡
単
む
揚
合
で
も
放
く
、
又
最
も
一
一
般

的
た
揚
ム
口
で
も
た
い
o
U
即
ち
敷
島
一
a

的
緋
析
の
似
宜
上
又
必
製
上
、
典
型
的
方
揚
合
を
来
準
と
し
た
の
で
あ
る
。

「
そ
こ
で
第
一
部
の
主
題
た
る
典
塑
的
左
場
合
は
次
の
属
性
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
る
。

第
一
に
、
誤
差
法
則
が
完
全
に
賓
現
さ
れ

る
た
め
に
満
た
さ
れ
る
べ
き
必
須
夜
諸
僚
件
、
そ
し
て
第
二
に
、
設
明
の
使
宜
上
軍
に
導
入
さ
れ
、
後
ほ
ど
取
除
か
れ
る
ぺ
き
諸
限

定
が
こ
れ
で
あ
る
句
」
か
く
し
て
彼
は
以
下
十
一
個
の
偲
定
を
設
け
る
Q

「
て
原
素
は
種
々
の
値
を
任
意
に
取
る
。

二
、
各
原
素
の
取
る
値
は
終
局
に
於
て
、
皐
一
友
定
ま
っ
た
度
数
曲
線
即
ち
度
数
軌
跡
に
よ
っ
て
表
す
こ
と
の
出
来
る
、
比
例
的

度
数
を
以
て
繰
返
さ
れ
る
。

三
、
複
合
量
の
種
K

の
値
に
参
加
す
る
同
一
一
原
素
の
各
々
の
値
の
組
は
、
互
ひ
に
調
立
た
品
変
化
値
よ
り
友
る
。

四
、
複
合
室
の
同
一
の
値
に
参
加
す
る
種
k

の
原
案
の
値
の
組
は
、
互
ひ
に
狽
立
た
闘
型
化
値
よ
り
な
る
。

五
、
諸
原
案
が
集
合
す
る
結
合
方
法
は
長
も
簡
単
友
方
法
卸
ち
加
法
で
あ
る
J

六
、
各
K

の
原
素
は
皐

の
同
一
方
向
に
の
み
慶
化
す
る
。

Edgeworth， ibid， pp. 36-65. 
Edgeworth， ibid， pp. 113-141. 
Edgeworth， ibid， p. 36. 
Eilgeworth， il?id， p_ 38. 
Edgeworth， itiid， p. 38. 
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七
、
各
原
案
の
度
数
軌
跡
に
針
し
‘
そ
の
重
心
'
F
一
雨
限
界
値
と
の
聞
の
距
離
は
無
限
大
で
は
友
い
。
夜
に
薫
心

(
3
z
z
え

噌

2q)

と
は
原
素
の
値
を
測
っ
て
ゐ
る
軸
上
の
一
射
で
、
も
し
も
原
案
の
取
る
値
に
膝
ポ
る
す
べ
て
の
黙
に
、
結
局
そ
の
値
の
占
め
る
度
数

陀
比
例
し
て
質
動
会
宮
『
E
O
Z
3『

EE)
を
置
い
た
と
し
た
と
き
に
、
重
心
と
な
る
ぺ
き
黙
で
あ
る
。
又
限
界
値

(
E
Z
E
Z
Z
)
と
は

原
棄
が
結
局
に
於
て
取
る
最
大
値
及
び
最
小
値
を
一
示
す
。

入
、
各
原
案
の
度
数
軌
跡
に
針
し
、
そ
の
章
一
心
と
雨
限
界
値
と
の
聞
の
距
離
は
無
限
小
で
は
な
い
。

九
、
原
素
の
数
は
結
局
定
義
さ
れ
る
一
定
の
諸
量
に
閥
じ
て
大
き
い
。

十
、
種
々
の
同
町
一
楽
に
封
ず
る
度
数
軌
跡
は
、

た
よ
」
ヘ
一
般
的

κは
一
致
し
な
い
と
し
て
も
近
似
酌
忙
は
相
等
し
い
。
邸
ち
任
意
の

、
"
、
、
乱
、
、
、

原
案
に
到
し
そ
の
京
心
か
ら
の
偏
差
の
業
平
均
(
出
E
コ

5
5
2
L
r
z
Z
2ロ
}
l第
-
時
晴
、

第
二
紫
、
第
一
一
一
葉
以
下
泊
首
乃
第
E

察

ま
で
ー
が
、
他
の
原
素
に
封
ず
る
針
原
案
と
近
似
的
に
同
じ
と
い
ふ
意
味
に
於
て
。

十
一
、
任
意
の
原
素
が
終
局
に
於
て
取
る
諸
値
は
、
ず
ぺ
て
単
一
の
同
じ
定
差
(
罰
百
青
島
司
5
2
m
)
の
倍
教
で
あ
る
。
」

以
上
十
一
個
の
命
題
が
典
型
的
友
揚
A
口
の
俄
説
系
・
と
し
て
奥
へ
ら
れ
る
。
た
づ
一
同
の
視
測
に
於
て
、
複
合
量
の
他
が
諸
原
業
の
値

か
ら
加
法
に
上
り
定
め
ら
れ
る
。

と
れ
が
第
五
の
仮
定
で
あ
る
。
第
六
は
各
原
案
の
取
る
値
が
一
方
向
に
の
み
起
る
と
と
を
示
し
、

第
二
は
終
局
に
於
て
こ
れ
ら
の
値
が
一
の
定
ま
っ
た
度
数
曲
線
を
有
つ
こ
と
、
第
七
及
第
八
は
か
L

る
値
の
算
術
平
均
(
重
心
V

と
限

界
値
と
の
偏
差
に
闘
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
十
は
各
原
案
の
度
数
曲
線
が
峰
々
相
等
し
い
と
と
を
示
す
た
め
に
、
重
心
の
周
り
の
偏

差
の
案
卒
均
を
略
々
等
し
い
と
仮
定
す
る
。

次
陀
と
れ
を
彼
に
従
ひ
記
続
で
表
は
し
、

こ
の
俄
詑
系
の
有
つ
意
味
に
つ
き
若
干
の
考
察
を
加
へ
や
う
。

孟
ツ
ヂ
ヲ

l
ス
と
諜
差
法
則

第
四
十
六
巻

第
六
貌

一O
七

え4

Edgeworth， ibid， pp・38-39・10) 



z
y
ヂ
ヲ

1
ス
ξ
盟
関
差
法
則

第
四
十
六
位
官

九

第
六
披

O 

" 

「
今
複
合
量
の
第

p
番
の
値
|
第

P

番
観
測
値
と
呼
ぼ
う
!
を

こ
L
K

の
取
る
諸
値
の
納
に
属
す
る
重
心
か
ら
測
っ
た
の
で
あ
り
、

A 

vv
は
終
局
に
於
て
、
複
合
量

は
あ
る
一
定
の
原
知
か
ら
そ
の
重
心
ま
で
の
距
離
で
あ
ム
o
」
今
原

と
す
る
。

k
r
+℃
同

素
の
個
数
を

と
す
る
と
、
第
五
の
仮
設
に
よ
り
〉
+
E
1
7
-
十
与
)
+
(
ロ
凶
+
-
h
N
)
+
:
:
:
+
(
P
E
十
九
E
)
と
友
る
。
「
誌
に

P
+

m 

九
』
は
第

q
香
原
素
の
第

P

番
観
測
値
へ
の
参
加
値
で
、

品
は
第

q
香
原
素
の
終
局
に
於
て
占
め
る
値
の
組
に
属
す
る
重
心

か
ら
測
っ
た
も
の
で
あ
る
。

H
H
、

皿

Z
i
l
-
-

;

ι

 

X 

の
原
黙
L
r

同
じ
原
拙
か
ら
測
っ
た
も
の
と
し
て
よ
い
。
さ
う

又

a町
、

の
各
々
は

a】、

D
打

ヨ

コ

円

四

凶

k
r
u
H
2
及、び

tHH
何
で

T
I
c
-た
る
。
同
一
郎
議
K
4
り
種
止
の
槻
測
位
へ
参
加
さ
れ
た
伯
、
印
、
一
山
、
山
:
-
z
N

S
U】

D
H戸

は
互
ひ
に
狽
立
に
任
意
の
債
を
取
る
と
仮
定
し
た
。
叉
程
A

の
原
素
に
よ
り
同
一
の
観
測
値
へ
参
加
さ
れ
た
値
も
相
互
に
調
立
に
任

ナ
る
と

意
の
値
を
取
る
と
し
た
。
原
素
の
数

テ
¥
E
Y

町1

』
時
¥
ロ
ご
』
に

Em---
が
遁
減
数
列
を
作
り
う
る
ほ
ど
に
大
き
い
と
す
る
。

tま

，... 
o 

イ旦
し

は
結
局
定
ま
る
一
原
業
の
案
平
均
の
諸
函
数
で
あ
る
。

x 

軸
上
に
る

』。

A， 

任
意
の
第

q
香
原
素
の
と
る
値
は
、

る
互
に
定
差
必

の
間
隔
に
あ
る
諸
離
を
占
め
る
。
:
:
:
第

q
呑
原
索
の
取
る
稜
々
の
値
の
度
数
は
度
数
軌
跡
4
5
H
4
Y
R
)
に
よ

り
表
は
さ
れ
る
。
但
し
そ
の
原
素
の
任
意
の
値
、
例
へ
ば

K

[
叩

P
R
E
h
]
は
、
も
し
そ
の
和
を
原
素
の
一
方
の
端
の
値
か
ら
他
方
の
ま
で
と
る
と
す
れ
ば
、

の
と
る
相
針
的
度
数
は
終
局
に
於
て
は

h〕
S
F
(
h
、)

に
等
し
い
と
い

ふ
意
味
で
あ
る
。
従
っ
て

1 

な
る
。

[∞
t
P
R
E
h
]
と
し
て
表
さ
れ
る
。

但
し
童
心
を
原
黙
に
と
り
、
括
弧
は
そ

そ
し
て
重
心
か
ら
の
偏
差
の

栗
平
均
は

の
和
が
原
案
の
一
方
の
端
値
か
ら
他
方
の
ま
で
に
及
ぶ
と
す
る
。
仮
定
に
よ
り
今
の
形
は
近
似
的
に
、
他
の
第

乗
卒
均
[
∞
川
長
。
(
而
玉
川
]
に
等
し
い
こ
と
L
な
る
。
」

P

呑
原
素
に
劃
す

る
偏
差
の

以
上
の
如
〈
に
彼
は
設
明
す
る
が
、
後
に
誤
差
法
則
の
出
し
方
を
考
察
す
る
担
割
合
に
知
ら
れ
る
如
く
、

M 

11 

官l'-:Jg 
』ヨー

-" .= 

の
み
が
基 と

Edgeworth， ibid. p. 39・
5は7加法の記腕、彼に於ては sは同ーの原素白取る言計値にづいての和にJIJ
ひ、 Z は種々の原棄の取る値についての和に用ひる。 Ed日"eworthJ ibid1 
p・40，(Footnote). 
Edgeworth， ibid， p. 40. 
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12) 

13) 



本
で
、
他
は
各
項
の
意
味
を
説
明
し
、
叉
は
数
間
半
的
解
析
の
透
行
上
附
加
さ
れ
る
諸
限
定
に
す
ぎ
た
い
。
各
原
素
の
度
数
曲
線
が
崎

-4

相
等
し
い
と
と
を
、

P

に
無
関
係
に
略
々
一
定
で
あ
る
と
と
を
以
て
表
は
し
で
ゐ
る
が
、
か
う
し
た
曲
線

[
白
川
"
も
℃
(
岬

)
h
h
]

古t

の
近
似
及
び
そ
の
度
合
、
量
の
近
似
及
び
そ
の
度
合
に
つ
い
て
は
後
に
考
察
す
る
と
と
a
h

す
る
3

友
ほ
使
宜
上
右
の
加
法
を
積
分
形

'↑
8
 

に
左
隠
し
、
[
出
ι
1
9
(
3
h
a
H
}
勺
手
之

「
以
と
を
基
礎
と
し
て
、
問
題
は

と
す
る
ζ

と
が
出
来
る
。

可

O

十
(
}
唱
ー
ア
》
)
十
(
ア
l
v
L
+包ハ
J

x 

の
項
で
表
現
す
る
乙
と

友
る
形
に
置
き
得
る

を

で
あ
る
。
但
し
可
o
h
同
は
複
合
設
の
取
る
あ
る

の
値
の
相
封
的
度
教
に
謝
し
第
一
弐
近
似
を
た
し
、

}
J
h
M

は
第
二
弐
近
似
を

X 

る屯 a、t:r.
lJrJし

ιL 
下
同
様
と
す
る

叉
第
一
安
補
正
コ
1
1
0
、
第
二
次
補
正
ア
|
ア
等
は
た
い
さ
に
闘
し
遁
滅
的
な
数
列
を
作
る
如
く
ナ

Igf! 
f J 

の
度
数
同
議

V 

を
無
隈
級
数
に
悶
此
凋
し
、
最
初
の
故
現
役
も
っ
て
こ
れ
を
近
似
的
忙
代
去
せ
し
め
ん
と
す
る
の

x 

で
る
り
、
そ
の
各
項
は
遁
滅
的
な
る
や
う
に
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。

さ
て
右
の
典
型
的
な
場
合
に
、
彼
は
四
通
り
の
方
法
に
て
誤
差
法
則
を
導
い
て
ゐ
も
第
一
法
は
即
ち
彼
が
営
論
文
に
於
で
は
じ

め
て
護
表
し
た
も
の
で
あ
り
、
第
二
法
は
壬
ル
ガ
ン
・
ク
ロ
フ
ト
ン
教
授
の
方
法
を
更
に
一
般
的
に
展
開
し
た
も
の
で
、
第
三
法
は

ラ
プ
ラ
ス
及
び
ポ
ワ
ッ
ソ
ン
の
方
法
、
第
四
法
は
所
謂
誤
差
法
則
の

を
用
び
て
読
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て

『
命
司
『

D
A日
ロ
円

-7ι[〕『

第
一
部
の
最
後
の
節
で
は
か
a
A

る
結
論
を
筒
阜
友
揚
A
口
に
つ
い
て
験
詮
し
て
ゐ
る
。
第
二
部
に
於
て
は
、
典
型
的
た
場
合
の
研
究
を

損
張
・
整
備
し
て
ゐ
る
が
、

と
れ
ら
は
み
友
第
一
部
に
於
て
行
っ
た
致
事
的
解
析
の
一
般
化
に
外
注
ら
た
い
。
即
ち
と
L
陀
於
て
は
.

「
数
個
の
自
由
度
を
有
し
、

そ
し
で
必
須
な
傑
件
の
み
が
保
持
さ
れ
て
、
そ
の

複
合
量
は
原
素
の
一
次
式
以
外
の
函
数
で
も
よ
〈
、

他
の
、
簡
単
化
の
た
め
の
保
件
は
取
り
除
か
れ
る
の
で
あ
る
町
」

品
ツ
ヂ
ワ

1
ス
と
誤
差
法
則

第
六
競

C 
;fu 

第
四
十
六
巻

大』

Edgeworth， ibid， P・ 40•
Edgeworth， ibid， P・40.
Edgeworth， ibid， p・37・

14) 
15) 
16) 



エ
ツ
ヂ
ワ

l
ス
と
誤
差
法
則

第
四
十
六
巻

第
六
披

O 

九

四

観
筆
法
則
の
導
き
方

ヱ
ッ
ヂ
ワ

l
ス
は
こ
の
論
文
に
於
て
は
、
誤
差
法
則
の
数
率
的
理
論
に
彩
始
し
、
そ
の
取
扱
っ
て
ゐ
る
事
項
は
極
め
て
多
岐
に
わ

た
り
.
詳
細
を
極
め
て
ゐ
る
。
従
っ
て
今
そ
の
豊
富
な
る
内
容
ぞ
込
一
面
的
に
紹
介
す
る
と
と
は
、
よ
く
私
の
注
し
得
る
所
で
は
友
ぃ
。

そ
と
で
私
は
特
に
第
一
部
即
ち
卵
、
規
的
た
揚
ん
口
に
つ
き
、
似
の
創
見
に
な
る
第
一
方
訟
を
考
然
し
て
み
よ
う
。
貨
に
こ
の
方
法
は
紋

の
と
の
論
文
の
主
慨
を
友
し
て
ゐ
て
.
と
L
K
於
て
は
酌
州
酬
の
近
似
及
び
そ
の
度
合
、
量
の
近
似
及
び
そ
の
度
合
の
意
義
の
考
究
が

な
さ
れ
て
居
る
。
特
に
一
誤
差
法
則
を
統
計
些
上
の
問
題
に
適
用
せ
ん
と
す
る
苦
々
に
於
て
、

か
L
る
近
似
の
意
義
を
理
解
す
る
こ
と

は
極
め
て
重
要
な
と
と
L
田
山
は
れ
る
。

ヱ
ッ
ヂ
ワ

1
ス
は
彼
の
第
一
法
を
一
就
く
に
あ
た
り
、
先
づ
曲
線
の
近
似
の
意
味
に
つ
い
て
定
義
を
奥
へ
て
ゐ
る
。
邸
ち
伎
は
奥
へ

ら
れ
た
曲
線
卸
ち
現
貫
軌
跡

(
E
E
こ
2
5
)
と、

と
れ
に
近
似
な
曲
線
邸
ち
代
表
軌
跡
(
高
官
官
g
E
Z
F
B
U
)
と
の
聞
の
闘
聯
に
つ

い
て
特
別
た
規
準
を
輿
へ
る
。
卸
ち
後
者
の
軌
跡
の
重
心
か
ら
の
偏
差
の
粟
卒
均
(
臣
官
口
町
2
0
2
c
z
o
g
z
o
E
)
が
第
一
夫
、
第
二

次
:
・
第
t

-
叩
ー
ま
で
順
次
に
前
者
の
そ
れ
に
近
似
的
に
相
等
し
い
と
き
に
、
後
者
は
前
者
に
近
似
左
曲
線
で
あ
る
と
す
る
。

と

h

k

は
原
素
の
個
数

m 

に
比
較
し
て
通
営
に
小
で
あ
る
と
す
る
。

さ
て
こ
の
近
似
の
定
義
に
於
て
、
奥
へ
ら
れ
た
現
賞
軌
跡
と
は
何
を
さ
す
か
、
こ
れ
は
経
験
的
に
輿
へ
ら
れ
た
度
数
曲
線
で
は
友

ぃ
。
卸
ち
構
成
的
度
数
分
布
曲
線
や
解
析
的
度
数
分
布
曲
線
は
、
今
と
a
A

に
問
題
と
す
る
現
賓
軌
跡
で
は
あ
り
得
な
い
。
軍
に
前
逃

十
一
個
の
仮
設
を
満
足
す
る
仮
定
的
危
集
国
の
度
数
分
布
曲
線
を
意
味
す
る
に
過
宮
な
い
。
こ
の
こ
と
は
誤
差
法
則
即
ち
現
寅
曲
線

Edge、.vorth，ibid， P・4017) 



の
近
似
的
度
数
分
布
函
数
を
、
責
際
の
度
数
分
布
に
適
用
す
る
に
際
し
て
重
要
で
あ
る
。
郎
ち
経
験
的
度
数
軌
跡
と
先
験
的
度
数
軌

跡
と
の
結
び
つ
き
が
問
題
で
あ
り
、
経
験
的
軌
跡
は
こ
れ
を
一
際
先
験
的
度
数
軌
跡
と
み
た
し
て
、
は
じ
め
て
そ
の
皮
数
分
布
の
近

似
的
表
現
副
ち
誤
差
止
法
則
砂
得
る
の
で
あ
る
。

失
に
興
へ
ら
れ
た
現
賞
軌
跡
は
、
簡
単
左
代
表
軌
跡
を
有
す
る
如
き
も
の
で
あ
る
を
要
す
る
。
部
ち
現
貧
軌
跡
は
党
分
陀
数
観
的

に
近
似
友
函
数
形
を
有
す
る
を
要
し
、
従
っ
て
逆
に
前
週
十
一
個
の
前
提
は
、
数
鳳
一
a

的
演
緯
に
笹
へ
る
如
〈
構
成
せ
ら
れ
て
ゐ
る
を

必
要
と
す
る
。

又
と
の
揚
合
の
現
賓
軌
跡
は
、
完
全
に
数
率
的
に
そ
の
形
が
き
め
得
ら
る
べ
き
も
の
で
は
あ
る
が
、
今
五
日
々
は
と
れ

を
水
め
る
の
で
は
左
く
、
た
る
べ
く
動
感
酌
に
簡
単
な
同
教
に
よ
っ
て
こ
れ
を
代
表
ぜ
ん
と
す
る
。
即
ち
吾
々
に
於
て
は
近
似
的
数

事
実
』
ピ
町
K
K
l
J
f
」
匂
る
つ
戸
に
あ
り
、

1
-
3
3
5
三

l

F

J
・4
6

-

i

従
っ
て
近
似
の
定
義
が
定
め
ら
れ
ね
ば
在
ら
危
い
の
で
あ
る
。

エ
ヅ
ヂ
ワ

1
λ

の
取
っ
た
曲
線
の
近
似
の
規
準
は
所
謂
ピ
ア
l
ソ
ン
(
同
・

3
5
3
)
の
モ
ー
メ
ン
ト
(
百
五
百
三
)
法
で
あ
る
。
的
ち

雨
曲
線
に
つ
き
そ
の
値
の
童
心
(
算
術
平
均
)
か
ら
各
値
ま
で
の
偏
差
の
寒
平
均
重
心
の
周
り
の
モ
ー
メ
ン
ト
ー
が
第
一
攻
、
第
二

次
、
第
三
突
と
遁
営
な
と
と
ろ
ま
で
峰
と
相
等
し
い
と
き
に
、
雨
曲
線
は
互
ひ
に
近
似
す
る
と
い
ふ
。
さ
て
こ
れ
に
つ
い
て
は
彼
は

そ
の
採
用
型
自
を
突
の
如
く
に
設
明
す
払
。
「
こ
の
近
似
の
規
準
は
次
の
如
く
に
日
間
宇
る
乙
と
が
出
来
る
。
印
ち
現
寅
軌
跡
と
代
表
軌

跡
と
の
聞
の
針
癒
が
各
局
部
に
於
て
よ
り
も
、
む
し
ろ
全
憾
に
於
て
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
偏
差
の
霧
平
均
は
す
ぺ
て
の
硯

測
値
の
綿
括
と
し
て
通
営
な
比
較
の
形
献
を
輿
へ
る
。

す
で
に
ピ
ア

1

ソ
ン
及
び
ボ
1
レ
ー
に
よ
り
代
表
曲
線
が
数
個
の

l
印
ち

四
っ
か
五
つ
の

l
案
平
均
を
現
賞
曲
総

ω
そ
れ
と
一
致
さ
せ
る
揚
A
口
に
は
、

剖

-
J
J
2
2
[
ご

l
現
由
民
曲
線
と
代
表
曲
線
と
の
封
勝
縦
座
擦
の
聞
の
差
の
和

l
が
小
さ
か
る
べ
し
と
い
ふ
の
を
満
足
す
る
の
で
あ
る
。
」

-
ず
れ
は
又
も
っ
と
よ
く
知
ら
れ
た
近
似
の
標
準
、
即
ち

Z

ツ
ヂ
ワ

l
ス
是
認
差
法
則

第
四
十
六
巻

九

五

第
六
銃

Rietr.， I-王.L.， I-王andbookof Mathematic:al stal::Istics， 1924， p.， 68. 
~;;dgewoTth， ibid， pp. 40--41. 
Edgeworth， The -Ceneralizecl Law of Errof

J
， ot Law of Great Numbers， 

(Jo_uTnal of the Royal Statistical Society， VoL 69)， 1906， p. S20 以下の例
参照。
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第
四
十
六
巻

第
六
披

九

，、

部
ち
曲
線
の
近
似
の
現
準
と
し
て
、

モ
ー
メ
ン
ト
法
と

E

昌
広
三
法
と
が
取
ら
れ
る
の
で
め
る
が
、
彼
は
前
4

刊
に
土
る
。
今
こ
れ

が
寄
々
の
統
計
解
析
法
に
於
て
如
何
た
る
意
義
を
有
す
る
か
を
見
る
に
、
雨
系
列
の
度
数
分
布
に
つ
き
、
四
つ
の
測
度

l
算
術
平
均
・

標
準
偏
差
・
非
針
稿
度
・
尖
峰
性

l
が
略
と
相
等
し
い
と
き
、
雨
者
の
度
数
分
布
が
近
似
的
に
等
し
い
と
み
る
と
と
に
外
・
な
ら
左
い
。

近
似
皮
が
問
題
と
さ
れ
る
D

そ
の
葉
心
の
周
り
の
モ
ー
メ
ン
ト
・
な
る
量
の
近
似
在
以
て
し
た
。
そ
こ
で
景
の
近
似
及

2
 

と
れ
に
は
そ
の
量
を
大
い
さ
の
位
数

3
E
2
5「
沼
知
町
長
ロ
L
O
」
に
従
ひ
分
離
し
、
第
一
項
の
み
を
取
っ
た

右
に
於
て
は
雨
曲
線
の
近
似
を
み
る
に
、

も
の
を
第
一
次
近
似
と

L
、
第
二
項
ま
で
を
取
っ
た
も
の
を
第
二
次
近
似
と
し
、
以
下
同
様
に
し
て
近
似
度
を
高
め
る
の
で
あ
る
。

，
次
に
誤
差
法
則
の
導
き
方
の
方
針
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
。
既
に
前
節
の
終
り
に
於
て
漣
ぺ
た
や
う
に
、
現
賞
曲
線

y 

の
代
表

曲
線
を
見
出
す
に
は
、

y
を
分
解
し
て

と
L
K
-各
項
は
一

}コ
H
〕
可

O
+
(子
|
『
0
)
十
(
}
正

l
}
J
)
+
(
3
l
}
J
)
+
立円・

の
如
〈
す
る
。

標
準
に
従
ひ
順
次
に
排
列
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。

と
の
分
離
の
標
準
は
、
既
に
述
べ
た
曲
線
の
近
似
皮
の
定
義
に
従
ふ
の
で
あ
る
。

+
g
 

H
E
H
[
∞同
J
h
H
]
H
J
『
九
}
・
去
、
依
っ
て
・
次
の
恒
等
式
系
を

ぇ、， 

次
モ

1
メ
ン
下
を
が

で
表
は
す
と
、

y
の
重
心
の
周
り
の
第

得
る
@

[ 

同
] 

む回~+
8 
x 
} 

~ 

-“ 同

。
戸
町
・

8-+ 
8 
M 
.0 
) 

戸、-，唱

H -、，> 

11 

8---.+ 
8 

M 
ω 、
>( 

同
(
悶

)
U
H

同
F

』、
H
U

乙
の
旧
に
於
て
は
、
現
貫
軌
跡

y
を
奥
へ
る
と
山

x
、
山

x
、
向

x
.
等
が
確
定
す
る
と
と
を
表
示
す
る
。
逆
に

3

リ

、

日

x
o
x

m
x
等
が
典
へ
ら
れ
た
も
の
と
し
、

y

h

k
未
知
の
函
数
と
す
る
と
現
賞
軌
跡

y
と
そ
、

寸
l
l
J

τ
i
 
[
 
の
一
つ
の
解
で
・
泣
け
れ
ば
な
ら
た

ぃ
。
か
か
る
考
へ
方
か
ら
吾
々
は

y
の
近
似
的
解

れ
等
を
求
め
よ
う
。
そ
れ
に
は
量
の
近
似
に
つ
い
て
述
べ
た
や
う
に
、

y。

(1) 

X 

を
大
い
さ
の
位
教
に
従
っ
て
分
離
し
、

と
な
し
得
た
と
す
る
友
ら
ば
、

H
E
H
H
C
E
+
(
3
2
}
l
H
K
t
)
+
(♂
2
-
1
H
1
5
)
+
旦円・

の

森田優三、統計概論.89頁。
Order of Magnitudeについては Appendix(p. 131) に~，f干しい。

21) 

22) 
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弘
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書
き

古道
J、、
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同O
「
骨

)+{XM(さ
l
x
o
(ご
)
+
(
M
t
s
i
r
-
)
+
止の
-
H
8'->十
8 
x 
，品、
¥々。
+ 
、明

丸々。
) 

+ 
( 

‘4 .. 
} 

) 

+ 
" F " 、-::.. 
M 、.

[
F
H
H
・
同

Wu--・
]

と
な

L
得
る
。
そ
乙
で

[
同
、
]

同。
2
)
H
M

B~ー+g 
P守
} 。
''" ;刈

H 
O 
悶

11 

i-+ s 
阿

、司開.'

0 
c. 
H 

〈

「

ω
)
I

b
o
i
l
 B~吋
g 
H 

"・} 
一・0 
Cl. 
同

。【円・

に
於
て

川
九
を
血
六
へ
て

九
を
未
知
函
教
と
み
る
と
、

y。
は

y 

の
第
一
次
近
似
を
輿
へ
る
で
あ
ら
う
。
叉
叫
X

を
第
二
究
近

似
叫
む
ま
で
取
っ
て

「
d

、
、
」

戸
I

園

」

、4J

U
A

・p-
、
、
川
川

8‘ー、ト
8 
x 
} 

〔

H 

M 

対

F
N」

H
H

4
t
 

一

対

同

}

三

月

1
8
 

3匂

3 

11 

9'~'-'+ 
g 

~，~ 
羽

' .... ，.・

〉司

巾
[
門

友
る
方
程
式
の
解

れ
を
得
た
-
な
ら
ば
・

こ
れ
は

y 

の
第
二
次
近
似
を
輿
へ
る
で
あ
ら
う
。
更
に
こ
の
や
う
に
し
て

y 

の

般

的
な
高
安
近
似
即
ち
吾
身
の
誤
差
法
則
が
導
か
れ
る
こ
と
と
な
る
。

以
上
の
準
備
の
下
に
、
賞
際
に
誤
差
法
則
の
出
る
径
路
を
述
べ
よ
う
。

と
れ
は
三
大
別
さ
れ
、
先
づ

(1) 

x 

の
大
い
さ
の
位
敢
に

よ
る
分
離
の
方
法
と
、
誤
差
函
教
を
見
出
す
方
法
と
に
在
る
。
先
づ

(1) 

x 

を
分
割
す
る
に
は
、
第

P

呑
観
測
値

I
r
H
X
の

署事

を
そ
の
原
棄
の
参
加
値
乙
、
ら
、
:
・
九

で
表
は
す
た
め
に
、
突
の
如
き

V
E
の
母
一
郎
教

(
C
2
2注
目
同
言
百
件
古
る
を
用
ひ
る
。

(1) 

" 
11 
h暗

+ 
同 1"

"" + 
日I，，~ 

"" + 
包|も

"" + 

さ
て

同
日
ι
y
+
か
+
か
+
・
:
+
岬
自

で
あ
る
か
ら
、
。
=
J
Z
M
+川
崎

+
F
+
z
士
三
H
も
f
v
二
eux---X包
吉

と
な
り
、
従
っ
て

Z

ツ
ヂ
ワ

I

Z

と
提
差
法
則

第
四
十
六
巻

:fu 

七

第
二代

披

一
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披

四

-

幡

市

下

同

(
同
+
品
川
l
+
q
M
同
+
ミ
ー
+
・
:
)
(
A
t
p
+
也
巴
ト
1

・
)
〈
同
+
F
ト
・
:J
・
:
ュ
+
忠
臣
+
:
・
)

回

同

一

小

l

h

q

H

l

U

M

-

-

か
L
る
恒
等
式
を
作
り
こ
れ
を
(
算
術
)
平
均
す
る
。

そ
し
て

前
述
の
京日
〈

("x)t 

~p 
ち

x' 

今
無
限
に
多
く
の
観
測

(
E
E
r
r
-『-日目。

E
E
E
L
L
5
2
5
c
c
E
)
に
つ
い
て
‘

ふ

即

ち

か
L
る
恒
等
式
は
観
測
の
度
毎
に
得
ら
れ
る
o

の
平
均
を
( t.1 

x 

と
量
百
き
、

昨
官

ト
叫

ι〉
ヰE

fi'J 
主p

cq 

で
去
は
す
と
と
と
す
れ
ば

4

4

 

H
+
も
ち

-
v
+
H
九日目祝日、
J
7
・
・
山
F
H
2
2
C
「
(
円
十
九
日
?
+
h
-
b
d
時
十
回
:
)
〈
同
+
九
日
ん
川
崎
寸
町
)

1
2

ー

ゴ

ー

叉

-
吠
に
右
設
の
形
を
揖
波
形
ノ
す
る
に
あ
た
り
、
次
の
俄
定
を
設
け
る
。
邸
ち
「
二
つ
の
狽
立
た
統
計
的
量

(MEMu-EJZEE-01)
の
積
の

平
均
は

l
も
し
そ
の
雨
組
が
不
賓
の
僚
件
の
下
に
、
無
限
に
多
く
の
度
教
を
以
て
反
覆
さ
れ
る
と
仮
定
す
る
と
き
は
そ
れ
ら
名
E

の
卒
均
の
積
に
等
し
い
U
と
す
る
。
今
乙
れ
を
肘
ひ
る
と

同
+
屯
江
戸
)
+
山
一
色
同
択
さ
+
-
M
7
;『

(
H
+
E
h
-
-
+
山
-
q
H
u
+
:
・
)
戸

z
g
=
c『(
】

+
E
h
r
-
+
:
・
)

山
口
+
丘
三
}
+
i
山
一
司
凶
F
A
r
-
)
(
E
F
2
+
・
・
)
・
:

と
の
両
益
を
比
較
し
て

g 

u内
戸
間
〉

U
A
{

ご

晶

玉

叫
マ
・
:
バ
叶
治

の
幕
卒
均
で
表
し
得
る
。
即
ち
と
の
右
設
は
仰
一

u
の
母
函
数

G

更
に
こ
れ
を
凌
形
し
て。uo-c民

(1efhご
十
平
田
司
(
戸

+emZ}+よ
十
回

今
各
原
素
を
そ
の
章
、
む
を
原
貼
と
し
て
測
る
と
、

?
2
H
H
h
hご
H
-
-
-
u

。
で
あ
る
か
ら
、
指
数
の
各
項
は

で
あ
る
。

Edgeworth， ibid. P・ 4 1 • 彼 Ij: ;:れを基本原理とする。23) 
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)
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N
O
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剖
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剖
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但
し
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F
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夫
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2
、
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引ペ
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表
は
ず
。

x o 、

x， • 
vm
“
主
す
土

《

}
H
H
M
M
U
-
-
-
B

に
謝
し
互
ひ

に
相
等
し
く
は
な
い
が
、
公
準
第
拾
に
よ
っ
て
そ
の
差
は
あ
ま
り
大
で
な
い
。
市
ー
に
も
よ
l
h
h
呂
+
川
崎
市
)
+
・
:
+
F
3
を
使
宜
上

(
註
一
}

の
位
数
を
有
す
る
量
と
な
る
。
今

に
針
す
る

;Cr 

l土

]
戸

(
ず
¥
引
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h
F
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車
位
の
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取
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c
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2
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+
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刊
百
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+
ぬ

と
ミ
に

G 

の
展
開
に
於
て
が

の
係
数
は
円
一
ド

を
輿
へ
る
。
そ
し
て

k， 

は
位
教

同

(
て
配
)
同

の
重
で
あ
る
か
ら
、
す
べ
て
の

智
帯
平
均
は
遁
減
数
列
の
各
項
に
分
解
さ
れ
る
と
と
に
怠
る
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